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研究要旨：副甲状腺機能低下症、偽性副甲状腺機能低下症等に関する全国アンケート調

査を行った。また FGF23 関連低リン血症性疾患患者の病態を検討し、偽性副甲状腺機能

低下症、および類縁疾患の新たな分類を提唱した。 
 

Ａ．研究目的 
低カルシウム血症性疾患や低リン血症性骨

軟化症の病態や病因の解明から、これらの

疾患の分類、診断、治療法を検討し、最終

的には診療ガイドラインの作成を目指す。 
 
Ｂ．研究方法 
アンケート調査は、疫学班のマニュアルに

従い、3,501 科を対象として行った。FGF23
関連低リン血症性疾患患者、および血液透

析患者の FGF23 濃度と心肥大や炎症の指

標との相関を検討した。さらに文献の検討に

より、偽性副甲状腺機能低下症、および類

縁疾患の新たな分類を検討した。 
（倫理面への配慮） 

アンケート調査は千葉大学の倫理委員会

の承認のもと、FGF23 関連低リン血症性疾患

患者の検討は、徳島大学(#2955)と川島病院

(#0358-0364)の倫理委員会による承認の後、

同意を得て行った。 
 
Ｃ．研究結果 
アンケート調査から、推定患者数は副甲状

腺機能低下症 2,304 名(95%信頼区間 1,189
名～3,419 名)、偽性副甲状腺機能低下症

1,484 名(1,143 名～1,825 名)と推計された。

また、FGF23 と心肥大や炎症の指標との有

意な相関は認められなかった。さらに、分子

的病因に基づく、偽性副甲状腺機能低下症、

および類縁疾患の新たな分類を提唱した。 
 
Ｄ．考察 
これらの結果は、今後これらの疾患に対す

る診療マニュアルの作成に有用と考えられ

る。 
 
Ｅ．結論 
低カルシウム血症性疾患、および低リン血

症性骨軟化症の病態の検討を行い、偽性副

甲状腺機能低下症、および類縁疾患の新た

な分類を提唱した。 
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